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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 本日より、課内研修があります。各自時間調整し、参加して下さい。

· 今週、17日、食事サービス管理委員会が16時よりあります。今回の参加者は小林ＮＳです。

· パソコンのプリンターの修理が完了しました。病棟に戻ってきています。

· カンファレンスの回覧が間違っている事が多いです。ウィズの「日誌日報」です。

「会議録」ではありません。各自十分に気をつけてください。

· 玉井　クニ子様、６/２１、日赤病院へ、左上腕頸部骨折の手術目的で退院となります。退院時処方は定期薬がそのまま退院時処方となります。

· 哘　政広様～主治医診察にてタバコと買い物の許可が出ています。

· 高橋　礼子様～右外踝部腫脹は湿布で対応し様子観察と、主治医より指示がでています。

＜心理より情報提供＞

・野里　朝子様～痴呆検査の結果（日付、場所、何県かなど）、多少の痴呆は確認できているが、それほどでもない。日付がわからないことがあるが、本人は「カレンダーがないから」と言われる。見当識が少しはある可能性がある。曜日は返答できていおり、記憶力に関しては、問題がないと思われるが、注意力・集中力が散漫傾向です。本人と対話には静かな環境で話す事が大切だと思われる。

＜患者様評価＞

・鈴木　正長様～入院後、1週間経過しています。入院当初は、トイレや病室がわからなくなること見られましたが、現在はそのような言動もなく、夜間の睡眠も確保できています。食事もきちんと摂れており、日課も問題なく取り組めています。

　　　　　　　　入院時の休養ができていることを評価し、今後の治療にすすめていく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　入院目的

　　　　　　　　＃１　アルコール依存症の治療プログラム（痴呆の有無の検査）

　　　　　　　　＃２　痴呆症状能力低下度のチェック

　　　　　　　　＃３　今後の生活等の支援、介助方法の検討

　　　　心理より→ＭＭＳ17点・ＨＤＳ－Ｒ16点。見当識を問う問題では「分かりません」と即答することが多い。検査結果は後日、情報提供していく。

＜玉井　クニ子様の身体の安全管理について＞

・日中はできるだけ、ホール内や、スタッフの目の届きやすい場所で観察する。Ｃユニット担当

　だけではなく、ＢユニットからもＣユニットが見えるので、観察、介入・管理の強化を図る。

　夜間の場合は、特に深夜、中途覚醒があった場合など、再入眠できず、安静が保てないことが

　あり。再度転倒・骨折の可能性もあることから、主治医へ情報提供し、身体安全確保のために、

　身体拘束（21時～7時まで）を本日から実施となりました。実施部位は胴体のみです。（手に拘束すると骨折部位に負担をかけてしまうおそれもあるため）、実施状態の観察と評価を行い、情報共有を心がけてください。

＜リハビリテーションプログラム導入検討＞

· 清川　トミ様～来週の６/２０より、Ｃグループで開始します。

· 平　義美様～来週の６/２０より、Ａグループで開始します。

· 中村　兼男様～来週の６/２０より、Ａグループで開始します。

· 庭野　弘樹様～イライラ、じっとしていられず主治医より、アカシジアと診断。急性期症状

　　　　　　　　　がみられることから、今回は見送ることとする。

· 石切　久様～ここ数日の睡眠の不安定さみられ、作業療法中も集中できずに、スタッフを気

　　　　　　　　にすることもみられる。ストレスからくる衝動行為も考えられる為、当面は作

　　　　　　　　業療法に参加できていることを評価し、現状のままとする。

· 小山　正好様～主治医診察時、「暇だ」と言われる。主治医より1日作業に参加させてはどう

　　　　　　　　　かとの情報あり。集団より個別での活動のほうが評価できる部分がある為、

　　　　　　　　　作業療法士に情報提供し、確認をとることにする。













